
１． はじめに

民間における新技術の開発の促進や優れた新技

術の活用による公共工事の品質確保，コスト縮減

等を図るため，平成１８年８月から「公共工事等に

おける新技術活用システム（以下，新技術活用シ

ステム）」が本格運用となりました。

北陸地方整備局では，平成１０年度から新技術活

用の促進を図るため，さまざまな取り組みを行っ

てきており，平成１８年度の新技術活用率は全工事

数の約３割となりました。

本稿では，北陸地方整備局が昔から行っている

取り組みから本格運用後の取り組みまでを紹介し

ます。図―１はその取り組みを示したものです。

北陸地方整備局における
新技術活用への取り組み

国土交通省北陸地方整備局企画部施工企画課

図―１ 北陸地方整備局における取り組み（下線が北陸独自）
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２． 発注者としての取り組み

! 広報誌，ホームページによる PR

北陸技術事務所の広報誌やホームページ

（http : //www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/）で新技術

に関する情報提供を行っています。

" 技術開発相談室，技術開発相談員の設置

新技術に関する情報の収集および北陸地方整備

局における技術力の向上と建設事業の効果的な執

行に寄与することを目的に北陸技術事務所と新潟

港湾空港技術調査事務所に「技術開発相談室」を

設置しています。

また，整備局と各事務所等に「技術開発相談

員」を配置し，地域ニーズにきめ細かく対応する

ために，相談室と連携し，地方自治体，民間，大

学等との技術情報の収集・提供および技術的課題

に対する相談ならびに新技術の活用等に係る支援

等を行っています。

技術開発相談室事務局

（北陸地方整備局 北陸技術事務所）

電話：０２５―２３１―９９２９ FAX：０２５―２３１―１２８３

# 新技術活用支援アクションプログラム

新技術を活用するに当たって，「歩掛がなく積

算の方法が分からない」「同じような技術が多く

あって，この現場にはどの技術が一番適している

か分からない」等，色々な問題があります。そこ

で，北陸技術事務所では平成１５年度から「新技術

活用支援アクションプログラム」を立ち上げ，工

事の発注から新技術活用までの支援を行っていま

す。内容は図―３のとおりです。

$ 新技術活用連絡会

整備局発注担当課長からなる「新技術活用連絡

会」を発足し，北陸地方整備局でNETIS 登録さ

れた技術について，従来技術と比較してコスト縮

減や品質・性能等の向上に寄与すると判断される

図―２ 広報誌による PR

図―３ 新技術活用支援アクションプログラム
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技術を中心に，事務所に積極的な活用を図るよう

情報交換や調整を行っています。

平成１８年度は６７技術について情報交換を行い，

１１技術が活用されました。

３． 技術開発者に対する取り組み

! 「公共工事等における新技術活用システ

ム」説明会

新技術活用システムについて技術開発者等に広

く理解していただくために，平成１８年１０月２日に

新潟ユニゾンプラザで説明会を開催しました。

説明会の内容は国土交通本省から招いた講師に

よる新技術活用システムの概要と，北陸技術事務

所によるNETIS への登録と手続きについて説明

を行いました。開催当時はこのような説明会が全

国的にあまり開催されていなかったこともあり，

募集人員４００人に対して６００人余りの申し込みがあ

るなど，大盛況でした。説明会の状況は図―４の

とおりです。

" 新技術展示説明会 in北陸

平成１８年１０月２５日，２６日の２日間，北陸技術事

務所特設会場において北陸地方整備局でNETIS

登録された技術を対象に，「新技術展示説明会 in

北陸」が開催されました。この展示会は発注者

（国・県・市町村）や請負者（ゼネコン，専門工

事業者等）といった技術開発者が PRしたい相手

に，新技術を展示・紹介することで，新技術の活

用・普及を図ることを目的に，５３技術が展示され

ました。

図―５ 新技術展示の状況

図―６ プレゼンテーションの状況

図―４ 説明会の状況
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出展技術の内容により「施工（Construction）

ゾ ー ン」「材 料（Materials）ゾ ー ン」「設 計

（Plan）・その他ゾーン」に区分し，３９技術につい

てはプレゼンテーションも併せて行われました。

全国で初の試みとして行われましたが，晴天に

も恵まれ，当初目標としていた７００人を上回る７５３

人に来場していただき，大きな賑わいを見せまし

た。

北陸地方整備局では，２年に１回けんせつフェ

アを開催していますが，けんせつフェアを開催し

ない年に新技術展示説明会を開催していきたいと

考えています。

４． 工事施工者に対する取り組み

! 総合評価方式における新技術の提案による

加点

北陸地方整備局では，平成１９年度の総合評価方

式（北陸型選定方式）について，施工者希望型に

よる新技術の提案で加点することとなりました。

有用な技術（推奨技術，推奨技術候補，設計比

較対象技術，活用促進技術および少実績優良技

術）で選定された技術を提案した場合４点，それ

以外のNETIS 登録技術（NETIS 登録番号の末

尾に「―V」または「―A」が付いている技術）

を提案した場合２点が加算されます。ただし，設

計図書で工法が指定されている部分および新技術

の採用を条件明示している工種については，提案

の対象外となります。

" 工事成績評定の加点

施工者希望型でNETIS 登録技術を試行および

活用した場合，図―７のとおりの工事成績評定の

加点となります。なお，NETIS 登録技術以外で

も特に評価の値する「新工法・新材料」を活用し

た場合においても，２点が加点されます。

ただし，これらの加点は主任監督員による持ち

点であるため，最終的に最大で１．６点となりま

す。

５． おわりに

北陸地方整備局独自の取り組みを中心に紹介し

ましたが，今後も良い技術を PRし，工事で活用

し，技術のスパイラルアップに努めて行きたいと

思います。

図―７ 施工者希望型における工事成績評定の加点
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